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　（目 的 ） 子 宮 内 膜 症 に 特 異 的 な 遺 伝 子 を

Differential　Display 法 を 用 い 、ク ロ
ー

ニ ン グす

る こ とによ り、疾 患 に特異的 な遺伝子の 発現 を見

い だし ．そ の 機能 を解析 す る こ と を 目的 とす る 。

（方法 ）子 宮内膜症を有する患者の 開腹術 で 摘 出

し た Chocolate 　cyst を 用 い て 、同意 の 上 、凍結

標本 を作製 した eControl と して 、同意 を得て 、

子 宮頚部異形成な どで 開腹K を施行 した患 者 よ り

得た正 常 の 卵 巣 よ り、同様 に 標本を 作製 し た 。凍

結標本 よ り mRNA を抽 出 し、S −dATP 存 在 下 で

RT −PCR を施 行 した 。反応物は 順 に 並 ぺ て 、4 ．5

％ Polyacrylamid 　Gel で 電気泳動 し、　 Gel を濾紙

に移 し乾燥 後、Fi　lm に かけた 。
　 Ftlm に て ，明 ら

か に 内膜症 の み に 発 現 して いる と思 わ れ る Band

を切 り 出 し、Ge1抽 出 し た 。抽出物は 再度 PCR を

か け泳動後、抽出 し pGEM 　vector に Ligation さ

せ 、E ．coli に 形 質転換 し 、　 Plasmid を作 製 した 。

制限 酵 素 に て 切 断 を確 認 し 、Template を作 り

cRNA 　probe と した 。　 cRNA 　probe に て 、　 In

situ 　 hybridizationを行い 、比較 し た 。 次 に 、

Tota1− RNA を抽 出 し、　 Northern 　blotに て cDNA

probe の 発現 の 差 を確認 した。　 （成績）子 宮内膜

症に 特 異 的 な 多 く の 候 補ク ロ
ー

ン を ス ク リ
ー

ニ ン

グ し た と こ ろ 、 In　situ 　hybridization にて、子 宮

内膜症 腺管 上皮 細胞 に 特 異 的な発 現が み ら れ た

Antisense 　 probe が存 在 し た 。 こ の ク ロ
ー

ン は

Northern 　blotに て 約0．7kb の cDNA の 発現 が確

認 され た。　 ｛結論） Differential　 Display 法 に て

子 宮内膜症 に特 異的な ク ロ
ー

ン が存在する こ とが

わ か っ た 。 今後は 確認 され た ク ロ
ー

ン の 塩基 配 列

の 検索 を行 い そ の 機能 を解 析 を す る と 同時 に 、他

の 候補 とな る ク ロ
ー

ン を探 索す る方 針 で あ る 。

【目的】子宮 内膜の エ ス トロ ゲ ン 受容体 mRNA に お

い て エ キ ソ ン 5 や 7 が欠失 した 変異株 の 存在 が 報

告 され 、子 宮内膜癌 の 発生 ・
進展 との 関連 が注 目

され て い る 。 しか し、プロ ゲ ス テ ロ ン 受容体 （PR ）

mRNA 変異株 につ い て の 報告は み られ ない
。 今回

わ れ われ は、正常子 宮内膜 に おい て PR 　mRNA 変

異株 の 同定 を試 み た 。

［方法」患 者の 同意 を得て 子宮筋腫の 手術 時に 採取

した増殖期 子宮内膜よ り ωω RNA を調製 し、ヒ ト

PR 　cDNA の エ キソ ン 5 か ら エ キ ソ ン 8 ま で の

410bp を規定 す る PCR プ ラ イ マ
ー

を 用 い て RT −

PCR 法を行 っ た 。 得 られ た 2 種類の サ イズ の 増幅

遺伝子をサ ブク ロ
ー

ニ ン グし塩基配列を決定 した
。

［成績】得 られ た 2種類の 増幅遺伝 子の サ イズ は 、

410bp ならびに 279bp で あ っ た 。 410bp の 増幅遣伝

子の 塩基 配列 は ヒ ト PR 　cDNA と一
致 し て お り、

wild 　type　PR　mRNA を起源 と した もの で ある こ とが

確認 され た 。

一
方 、 279bp の増 幅遺伝子 は ヒ ト PR

cDNA の 塩 基 配列の うちエ キ ソ ン 6 に 由来 する 配

列 を欠失 し、エ キ ソ ン 5−7−8構 造を有 して い た こ と

か ら、エ キソ ン 6 欠 失 PR 　mRNA 変異株 を起 源 と

した もの で ある こ とが 明 らかに な っ た 。

［結論】正常子 宮内膜に エ キ ソ ン 6欠 失 PR 　mRNA

変異株 が存在 して い る こ とが は じ め て明 らか に な っ

た 。 こ の エ キ ソ ン 6 欠失 PR 　mRNA 変異株か ら翻

訳 される と推定され る エ キ ソ ン 6 欠失 PR 変 異株

が どの よ うな生理的役割 を果た して い るか 不明 で

あるが 、 病的関連性 を有 して い る可 能性 も考 え ら

れ、極 め て 注 目すべ き成績 で ある と思わ れる 。
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